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防
災
情
報

災害時に収集する主な防災情報の種類

運
行
関
係
情
報

災害や事故等による交通規制、高速
　　　バス等の運行状況等道路交通

　　　　災害や事故等による鉄道運行状況等鉄道交通

　　　　　災害や事故等による航空交通機
　　　　　関の運行状況等航空交通

　　　　　　災害や事故等による旅客船等の運航
　　　　　　状況等や船舶航行に支障等がある漂
　　　　　　流物等の情報等

海上交通

　　　　ホテル、旅館の宿泊客等への被害状況及び海上における人的被害状況等一般・人的被害情報

管
理
施
設
情
報

　　　　　　高速国道、直轄国道をはじめとする
　　　　　　道路施設の被害等道路

　　　　　　　鉄軌道、駅舎等の被害等

　　　　　　　空港・航空保安施設の被害等

　　　　　　　岸壁、護岸等の被害等

　　　　　　堤防等の被災状況及び砂防施設等
　　　　　　の被害等

鉄道

空港

港湾・海岸

河川・砂防

都市公園施設の被害等公園

下水道施設の被害等下水道

　　　　　トラックターミナル、倉庫等の物流
　　　　　施設にかかる被害等物流施設

官庁施設の被害等官庁施設

　　　　　　公営住宅・公団住宅の被害等住宅

灯台、灯浮標等の被害等航路標識

自
然
現
象
情
報

－１－

洪水予警報・水防警報・防災気象情報・土砂災害警戒情報（警戒避難基準雨量）等予警報等

雨量・水位・土石流、がけ崩れの発生・潮位・波高・気象衛星・河川映像等

地震、火山観測データ・ＧＰＳ観測データ・地殻変動観測データ等地震・火山

風水害等



防災情報防災情報防災情報防災情報

災害時に収集する防災情報の入手方法

メール・ＦＡＸ等による情報収集 情報システムによる情報収集

・高速国道・直轄国道等道路施設の被害状況及び交

　通規制状況等

・鉄軌道、駅舎等の被害、遅延・運休状況等

・河川の水位状況、越水・破堤等被害状況、洪水予警
　報等

・土石流・地すべり・がけ崩れ等土砂災害による砂防　
　施設等の被害

・航空施設の被害状況等　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｅｔｃ・・・

管理施設情報・運行関係情報

ヘリコプターが撮
影する上空からの

災害映像を受信し

て、テレビ画像と
して表示。

地震・風水害等自然現象に関する情報（気象庁等より）

自然現象情報

人的・物的被害を始めとする被害情報（消防庁等より）

一般被害情報

－２－

地方支分局の管内

に設置している地

震計のデータを収
集・蓄積。

地震計ネットワークシステム

雨量・河川水位・
水質情報・水防警

報等、（財）河川

情報センターが入
手する各種の情報

を検索。

河川流域総合情報システム

全国に設置したレー
ダー雨量計で観測

された雨量を地方

支分局等から収集
し雨量強度等をリ
アルタイムで把握。

レーダー雨量計システム

国土地理院が全国
に約1,000点設置し

ている電子基準点
をGPSにより観測

を行い、地殻変動

の様相を把握。

ＧＰＳ連続観測システム

雨量・水位・流量・

取水量・ダム状況・

水質・海岸情報・
積雪・気象情報等、

地方支分局等の情
報を検索・収集。

総合河川情報システム

災害現場の情報収
集、災害支援等に

飛行するヘリコプ

ターの飛行位置を
ＧＰＳ観測により
地図上に表示。

ヘリテレシステム

ヘリコプター位置情報システム

地方支分部局等か
ら送信される災害

現場の現地映像を

受信して、テレビ
画像として表示。

現地映像・画像受信システム



　浸水情報について、国土交通省では、①「浸水実績図」　②洪水氾濫危険
区域図　③洪水氾濫シミュレーションの公表を行っている。また、改正水防法
に基づいて、全国１０８水系１９２河川の「浸水想定区域図」を順次公表して
いく予定。

火砕流、土石流が流れ下る危険性の高い沢と堆積する範囲、降雪時

に火砕流が発生した場合泥流が流れ下る危険性のある範囲等を記載し
たハザードマップの配布を進めている。

ハザードマップ等による災害関連情報の住民との情報共有

海岸行政で取り組むべき津波・高潮対策
　・震度分布や津波高の見直し等を踏まえた津波・高潮に対する浸水予測。
　・市町村と共同したハザードマップの作成→住民の適切な避難の誘導
　・浸水予測に基づく施設の弱点の明確化→緊急的・重点的整備

　土砂災害の被害想定区域や土砂災害の基礎知識、平常時からの備え
等を記載したハザードマップの配布を進めている。

火山ハザードマップ洪水ハザードマップ

土砂災害危険箇所図津波ハザードマップ

－３－



地域住民

 

光ファイバセンサー 

河川

漏水 
堤防 

ＣＣＴＶ

情報コンセント 管理用光ファイバー
○○川が増水中！ＸＸ地区浸水！

本

省

地
方
整

備
局

工
事
事

務
所

ＮＨＫ地方放送局

都道府県

市町村

ＣＡＴＶ

官邸（危機管理センター）

関係省庁

ＮＨＫ本社

気象庁

本省内　同時に９画像表示

光ファイバー

衛星通信車

ヘリテレ受信
局

Ku-sat

(簡易映像）

通信衛星JCSAT-1b

マ
イ
ク
ロ
回
線

マイクロ回線マイクロ回線マイクロ回線マイクロ回線

リアルタイム画像の提供

平成平成平成平成14年年年年7月月月月台風台風台風台風6号号号号

平成平成平成平成13年年年年9月台風月台風月台風月台風15号号号号

ＮＨＫのニュースでＮＨＫのニュースでＮＨＫのニュースでＮＨＫのニュースで放送放送放送放送
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○災害現場上空か
ら、テレビカメラ空
撮による映像情報

を取得している。
○現在、全国にヘリ
コプタを６機配備し、
固定型受信基地６

０箇所、可搬型受
信装置３８箇所で
全国をカバーして
いる。

○映像は、多重無線
通信、光ファイバ
通信網、通信衛星
を使用して工事事

務所、地方支分部
局、国土交通本省
に映像を伝送する
ことができる。

－５－

ヘリコプタによる防災画像情報伝達



iモード「川の防災情報(一般向け)」  アクセス状況
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－６－



半減期72時間実効雨量
0         30        60        90        120       150

100

75

50

25

0

(mm)

(mm)

半
減
期
１
・
５
時
間
実
効
雨
量

危険

避難警戒

過去の雨の影響も考慮した解析後の雨量

土砂災害発生予測データ
（警戒避難基準雨量）

雨量計観測データ
【主な情報内容】
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【収集・処理・伝達イメージ】

　雨量や雨量等を解析した土砂災害発生予測データなどを、都道府県砂防担当部
局が市町村等に提供している。

土砂災害関連情報の収集・伝達の体系
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国土交通省における防災情報の流通に関する課題

・住民が災害情報を容易に理解できるよう、提供する情報の内容、用語等を改善
する必要がある。

・現地の被害状況の多くは、ＦＡＸ、電話等での報告であり、被害状況の迅速な集
約・把握のため、ＩＴ技術の一層の活用が必要である。

・現地への問い合わせ等によらず詳細な情報を把握できる手段の導入が必要で
ある。

２．災害発生時の情報集約・提供について

・各部局等が所掌する災害事象に適した形で整備・運用してきた情報の収集・伝
達方法やシステムを、情報の円滑な共有化が図れるシステムに改善する必要
がある。

・大規模地震等における広域的な面的被害において、情報収集・集約・共有・提
供等の機能を向上する必要がある。

３．情報の共有化等

－８－

・土砂災害防止には前兆現象の把握が有効であるが、危険個所が多いため全て
の危険個所の観測は現状の観測体制では限界がある。

・被災直後は情報量が限られており、的確な初動体制を確立するため、被害の全
体状況の早期把握が必要である。
・特に地方自治体、民間企業等からの情報収集及び勤務時間外の情報収集体制
の強化が必要である。

１．発災直前・直後の情報収集について

全
般
的
な
解
決
に
は
、
シ
ス
テ
ム
化
に
よ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

迅
速
的
・
効
率
的
な
集
約
化
の
取
組
み
が
有
効



防災情報提供センター（仮称）と光ファイバーネットワーク防災情報提供センター（仮称）と光ファイバーネットワーク防災情報提供センター（仮称）と光ファイバーネットワーク防災情報提供センター（仮称）と光ファイバーネットワーク

によるワンストップサービスの実現によるワンストップサービスの実現によるワンストップサービスの実現によるワンストップサービスの実現

今後の取組みについて

現 状現 状

河川局

道路局

気象庁

○○局

・必要なデータ毎にソフトを立ち上げ取得
・複数のデータを同時に見ることができない
・必要なデータを得るには各々にアクセス

国総研

国土地
理院港湾局

計 画計 画

情報のわかりやすさ、使い勝手が飛躍的に向上情報のわかりやすさ、使い勝手が飛躍的に向上情報のわかりやすさ、使い勝手が飛躍的に向上情報のわかりやすさ、使い勝手が飛躍的に向上

道路局河川局

国土地理院
気象庁

○○局

・ワンストップ、ワンオーダーで欲しいデータを全て取得
・ＧＩＳ等から欲しい情報を検索して入手
・複数のデータを同時に表示して比較検討

インターネット等

光ファイバー光ファイバー光ファイバー光ファイバー
ネットワークネットワークネットワークネットワーク

国総研

防災情報防災情報防災情報防災情報

提供センター（仮称）提供センター（仮称）提供センター（仮称）提供センター（仮称）

（運営主体：気象庁）（運営主体：気象庁）（運営主体：気象庁）（運営主体：気象庁）

港湾局
ＮＨＫ等
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市災害
対策本部

重ね
合わせ

拡大

浸水想定区域図と道路地図のＧＩＳ上での融合

重ね合わせたり、拡大
して見られたら、水害対
策に本当に役立つんだ
が、、、

浸水想定区域図

道路地図

猛烈な台風×号は首都圏
を通過中で、浸水で通行が
遮断されたところを×で示

した。浸水想定図と道路地
図を重ね合わせたこの図
を使って、迂回路の設定や

ポンプ車の配置を行え！

既に通行不可能　　　通行困難

防災情報提供センター
（仮称）運用後

防災情報提供センター
（仮称）運用前

９
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○○川○○川○○川○○川

国道○○号国道○○号国道○○号国道○○号

・防災情報を集約することによって、
　迅速な災害対応が可能に
・道路利用者の迅速な対応を支援

累加雨量が２００ｍ
ｍ以上のため通行
止めを実施中

○○川○○川○○川○○川

国道○○号国道○○号国道○○号国道○○号

今後○○地区で
強い降雨ありそう

である。

○○地区○○地区○○地区○○地区

○○川○○川○○川○○川
国道○○号国道○○号国道○○号国道○○号

雨量予測情報雨量予測情報雨量予測情報雨量予測情報

融合
融合

融合

道路利用者が
迂回路を選択

通行止め

土砂災害危険個所

土砂災害危険個所

土砂災害危険個所情報土砂災害危険個所情報土砂災害危険個所情報土砂災害危険個所情報

土砂災害発生の
危険性が高まって

います。

○○川○○川○○川○○川

○○地区○○地区○○地区○○地区
国道○○号国道○○号国道○○号国道○○号

地下の水分量地下の水分量地下の水分量地下の水分量

地
表
面
の
水
量

地
表
面
の
水
量

地
表
面
の
水
量

地
表
面
の
水
量

気象情報・土砂災害情報・通行規制情報をＧＩＳ上で融合

防災情報提供セ
ンター（仮称）運用後

通行規制情報通行規制情報通行規制情報通行規制情報

防災情報提供セ
ンター（仮称）運用前

防災情報提供セ
ンター（仮称）運用前

融合

危険度　高危険度　高危険度　高危険度　高

－１１－



　行政と住民が連携し、住民が土砂災害に関する異常な自然現象を察知した
場合に、その情報を相互に伝達する体制の整備を進めている。

土砂災害に関する情報を住民と行政が相互に伝達する体制の整備

土砂災害発生予測などに関する情報発信内容の基準の共有化

　情報の受け手に混乱が生じないよう、国土交通省砂防部と気象庁が連携し
て土砂災害発生予測などに関する情報発信内容の基準の共有化を検討してい
る。

－１２－


